労働契約書本書は、パートタイマーの有期雇用における労働契約内容となっております。適宜取引実態に応じて修正願います。



　使用者　株式会社 ●●（以下「甲」という）、労働者　■■（以下「乙」という）として、甲乙間において、次のとおり労働契約（以下「本契約」という）を締結する。

（雇用）
第1条 甲は、本契約の規定の条件により乙を短時間労働者（パートタイマー）として雇用する一方、乙は、甲のパートタイマー就業規則その他の諸規則を遵守し、誠実に勤務することを約する。

（雇用期間等）
第2条 乙の雇用期間、勤務場所、従事する業務内容は次のとおりとする。
(1) 雇用期間：20〇〇年〇月〇日から20〇〇年〇月〇日まで
(2) 勤務場所：●●
(3) 業務内容：●●及びこれに付随関連する業務

（就業時間）
第3条 乙の就業時間は次のとおりとする。
(1) 始業時刻：●●：●●
(2) 終業時刻：●●：●●
(3) 休憩時間：●●：●●から●●：●●（●分間）

（休日）
第4条 乙の休日は毎週土、日、祝祭日とする。なお、業務上必要があれば休日の振替ができるものとする。

（賃金）
第5条 乙の賃金は実働１時間につき金●円とし、前月●日より当月●日までを１か月分として計算し、毎月●日にその全額を指定の振込口座に支払う。
2. 前項の賃金は改定する場合がある。なお、詳細はパートタイマー就業規則に定めるとおりとする。
3. 甲は、乙に対し賞与は支給しない。
4. 甲は、乙に対し退職金は支給しない。

（勤続年数の計算）	
第6条 将来乙が甲の正規従業員として採用された場合でも、本契約に基づく雇用期間は、勤続年数に通算されない。

（契約の更新）
第7条 甲は、乙との契約を原則として更新しない。但し、合計５年を超えてない範囲で契約を更新する場合があり契約を更新する場合は次により判断する。
(1) 契約期間満了時の甲の業務量
(2) 勤務成績、態度
(3) 乙の勤務能力
(4) 会社の経営・運営状況
(5) 従事している業務の進捗状況その他

（解雇）
第8条 甲乙のいずれか一方が本契約に違反したときは、相手方は直ちに本契約を解約することができる。

（相談窓口）
第9条 乙の雇用管理の改善等の事項に関する相談窓口は次のとおりとする。
【部署名】　●●部●●課
【担当者名】●●
【連絡先】　●●

（遵守事項）
第10条 乙の就業に関しては、本契約に定めるもののほか、甲のパートタイマー就業規則等において定めるところによる。

（協議解決）
第11条 本契約に定めのない事項又は本契約の解釈に疑義が生じたときは、甲乙誠意をもって協議のうえ解決する。

（紛争の解決）
第12条 本契約から又は本契約に関連して紛争が生じた場合には、両当事者は、かかる紛争等を友好的に解決するよう合理的な努力をするものとする。両当事者によって紛争等が友好的に解決できない場合、訴訟については例）甲の所在地を管轄する地方裁判所を第一審専属的合意管轄裁判所とする。

本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各1通を保有する。
※〔電子契約にて締結する場合〕
本契約の成立を証するため、本書の電磁的記録を作成し、甲乙合意の後電子署名を施し、各自その電磁的記録を保管する

　　　　年　　月　　日


					【住所】
				甲	【社名】
					【役職】【氏名】　　　㊞

					【住所】
				乙　　　【氏名】　　　　　 　㊞
